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た文章がいくつも見られる. これらの文章を， リy ターみずからの手で集成した『一般比較地理学序
説~ (1852年)は，地理学に関する彼の基本理念を理解するうえで，まず第一に参照せねばならない





る. したがって， w一般比較地理学序説』にみられる地理学思想で 1) 'Yターを判断すること， まして
や，その一部でもって彼の全地理学を論じることは，短見のそしりを免れないことを，最初にお断り
しておきたい.











も数多くみられる. リyターの地理学思想をもっとも詳細に論じたのは，野間三郎であろう 8) しか
しそこでの考察は， 1)ッター自身の著作というよりも，むしろ後世の学者によるリッター研究に，
主として基づいていた. これに対して，岩田慶治は 1) 'Yターの著作(とりわけ『一般比較地理学序
説~ )を，誼接検討した論文を発表している 9) また，水津一朗は， リッターの手になる書簡を一部
訳出している 10) I可様に，村関信男は， リy ターの書簡を手がかりにして，彼の地理教育思想を論











編まれている 14) 近年，ベックの手で 1) 'Yターの生涯が比較的詳しく紹介されたが，その内容の
ほとんどは， このクラマーの伝記によっている!日. リyターの伝記的事実に関しては，長短とりま
ぜて数多くの文章が存在するが， もとをたどるとクラマーの伝記を一次資料にしているものが多
い16) 以下では， これらの文章を参考にしながら， リy ターの生涯のあらましを手短に紹介してお
きたい.
n -1 生い立ちと思想、形成
カール・ 1)ッター は， 1779年8月7日に中部ドイツの小都市クベト 1)ンブルクで生まれた.父親は




























いた.ホノレベーク家には4人の子供がおり，このうちフィリ yプとアウグストの2人兄弟の教育が 1) ':J 










と181年にそれぞれ訪ねており，ペスタロ yチ思想、に対するリ y ターの関心の深さを物語っている.
また， フランクブノレト時代のリッターに学問的な面で最大の影響を与えた人物として，伝記作者の
クラマーは，上述のペスタロッチと解剖学者のゼメ 1)ンク，博物学者のエーベルの 3人をあげてい
る18) このうち， とくにエーベルは， 1)ッターの地理学思想に直接的な影響をおよぼした人物とし
て重要である.この他，アレクサンダー・フォン・フンボルトや地質学者のレオポルド・フォン・ブッ























な研究者としての立場， これらの条件があいまって， 1)ッター は， この大著の構想をいよいよ実現し



















・クラマーと結婚している. この時， リyターは40歳，花嫁は24歳であった. フランクフルトでの生
活は長く続かなかった.ベル 1)ンの士宮学校と大学から招かれたからである.ベルリンに移ったのは，






はじめとして，軍人のなかに多数のリッター崇拝者を生み出した. クラマーのリ y ター伝には，士宮
学校での授業内容のあらましが付録として掲載されているが21 )それを見ると，導入部で簡潔な概
論を述べたのちに，授業時間の大半がヨーロ yパ地誌にあてられている. リy ターの受け持ちは，当





の一つになった. このほかにも， ヨーロ yパ，アジア，アフ 1)カなどの大陸別地誌;古代パレスチナ，
ギ 1)シア，イタ 1)アなどの地誌;さらには地理的探検の歴史などが，頻繁にというわけではないが，
随時間講された.
員外教授であったリ y ターが正教授のポストについたのは， 1825年のことである.1828年には，ベル
リン地理学協会が創立されたが， 1)ッターはここでも初代会長に選出されている. このように， 1859 








の軸は， ライフワークともいえる大著『地理学』の執筆にあった. リy ター は， 1818年に第2巻を刊
行したのち，続巻の執筆を放棄して，新しく改定版の執筆にとりかかった. この改定第2版は，第l
版に較べると記述の内容が大幅に増補され，単一の著者による地理学書としては，おそらくルクリュ


















学の図書館にこもって生み出された『地理学(第 1版H と同じように， I).yターは終生変わること
なく文献研究のスタイルを踏襲しつづけた.
1832年以降の 1)ッター が， w地理学(第2版Hの執筆に全力を投入し，短いインターパルで、次々に
巻を重ねていったことは，すでに述べた.結果的に最後の巻になった第21分間は， リyターが死去し
た1859年に刊行された.各巻1，000ページ前後におよぶ著作を， 30年に満たない期間で20問書き上げ
たことになる. フンボルト死去の知らせが届いたのは， 1859年の 5月であるが，それから間もなくし
て 1)ッターも病の床についた. 80歳を越えたばかりのリッターが，最後の怠をひきとったのは， 1859 














リyターとフレーベルの論争は， レー 1)ーやベックの紹介でよく知られている 27) しかし フレー
ベルの批判は， りッターの名声にほとんど影響を与えなかった. これに対して， リッターの死後，ペ
シェルによって加えられた攻撃は，その後のリッター評価に大きな影響をおよぼした.ペシェルは，
フレーベルと同様に， 1)ッタ一地理学の目的論的性格を厳しく批判したのである 28)











にはし 1かなし)31) むしろ，後者においてこそ， リyターの地理学思想、がより正確に考察されている
と思われるからである 32)
第2次世界大戦後にも，重要な研究がいくつか存在する.シュミ y トへンナーの『カール・リ y ター
研究Jは，長年にわたる調査と思索の集大成であり 1)"Jターに関する包括的な研究として，現代の




て細部にわたる紹介と分析を試みている 35) ちなみに，その中でベ y クは， w地理学』の構想、がペス
タロッチ思想、をそのまま反映しているとするプレーベの見解に対して，明確な反対意見を展開してい
る36)
しかし今世紀を通じて， リッターに対する関心は， これら一部の研究者をのぞくと， ドイツにお

























学や哲学など， J)ッターの多彩な著述活動がよく示されている 40) しかし， J)ッターの代表的な著
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班 「地理学における歴史的要素J(1833年). p. 152--181. 
98 
lV I三つの自然界の産物にみられる自然、と歴史の地的関連. または地理的産物学についてJC1836
年). pp. 182'"'-'205. 
V I地表の空間的配置と，それが歴史の発展過程ではたす機能についてJC1850年). pp. 206'"'-'246. 
これらのうち，第 1部と第2部は，いずれも『地理学』第 1分間に収録され， この大作を理解する
重要な鍵を提供している. とくに第 i部は， w地理学』を書くに際しての基本的観点や内容構成，方
法および資料について述べたもので， リyタ一地理学の全体構想をよく示している.また， この文章
はゲッテインゲン時代の1815年に執筆されたものであるが， クラマーのリ y ター伝をみると， この部
分の原稿が完成したときの様子やリ y ターの自信のほどが生き生きと描かれている 14) 
他方，第3部に収録された 5つの論文には， リッタ一地理学のliJ核的な考え方が盛られている.な
かでも「地理学における歴史的要素Jは，現代のわれわれにも感銘深い文章であり，Iその精読は全
ての地理学者にとって不可欠であるJと，地理学史家のベ yクは絶賛している 45) また，第 4論文
の「地理的産物学についてJは，ベルリン時代のリ y ターが大きな精力を注いだ研究領域の理論的骨
格を述べたものである.実際， w地理学(第 21坂Hには，各種の産物について詳細な考察を展開した






最後に J)"/ターの死後に刊行された 3冊の講義録について簡単に触れておきたい. これらは，彼
自身の講義ノートに基づいて編集されたもので，まず1861年に『地理学と地理的発見の歴史~， 1862 
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(資料-1) 1)ッター ， C. (1818) 一般比較地理学の試みへの序説













































































































































(資料-2) リッター，c. (833) :地理学における歴史的要素

























































































































































































































































































































































ても，幸運に恵まれて 8~9 か月， もしくはそれ以上の日数がまだ必要であった.地球の半分以上を
めぐるこの航路乞現在では，かつての半分以下の 4か月で航海できる 5か月かかることは今では
稀である.内陸に位置するここベルリンにおいてさえ， 10月16日付けの広東からの報告を，われわれ




他のあらゆる海上航路で，今日，同様のことが見られる. ヨー ロ yパに対して離れ島的な位置にあ
る北アメリカは，その欲求にぴったり合致した高速帆船を有しているが， この船は， イギリス船の航



















54， 000ドイツ平方マイルで， ヨー口ッパ全面積の約3分の 1に相当する.その長さは， ミズー リ)11の
源流からメキシコ湾の河口まで， 730ドイツマイルに達する.ちなみに， ミシシッピーの本流や，オ
116 
ハイオ)1，イリノイ )1などの支流は， ミズー リ )1よりもずっと短い長さしかもっていない.今日，
シシ yピーの水系には，合わせて300隻の蒸気船が就航している.かつて， シンシナチからピッツパー
グまでオハイオ川をさかのぼる 100 ドイツマイル (500英マイル)の困難な船旅は，ゅうに60~70El を
必要とした.今日では， この間じ区間をわずか9日間でさかのぼることができる. 1811年から1831年
までの20年間に， シンシナチだけで11隻の蒸気船が建造され， この水系に就航した. これらを含め
て，アメリカ合衆国の西部諸河川には合計348隻が就航しているが， このうち約200隻(正確には198
隻)がこの区間に集中している (1831年現在).オハイオ)1沿いに位置するケンタッキーの主要商業





















ンジス川でも，蒸気船がカルカ y タからベナレスやアグラやデリーなど， ヒンドスタン諸州の奥地ま
で行き来している.風のぐあいや川の流れの状態によって，かつては最大4か月かかるのが普通だっ








































































































































































































Geographical Ideas of Carl Ritter 
Akira TEZUKA 
The main purpose of this paper is to present the geographical ideas of Carl Ritter by his 
own writings. Unfortunately， the translation of his texts is completely lacking in our 
country. To make up for this great blank， two fundamental essays concerning the nature of 
geography (i. e. ， the opening several pages of Einleitung zu dem Versuche eiηer allge-
meinen uergleichenden Geographie， which is the introductory. chapter of his famous 
Erdkunde， and Uber dαs historische Element 仇 dergeogrαphischen Wissenschαift， his most 
famous article) were translated into Japanese and annexed at the end of the paper. For the 
better understanding of his texts， the life and works of Carl Ritter are examined briefly in 
the first half of the paper. 
From the beginning of the nineteenth century， Ritter has been regarded as the founder 
of modern ‘new geography' ，which replaced an old ‘handbook (Compendium to use a 
Ritter' s word) geography' .狂isconcept of geographical science was so influential in the 
first half of the nineteenth century that the evaluation of Ritter has been， in many cases， a 
main diverging point of opinions in the methodological discussions of later geographers. 
But， inspite of his fame and influence， Ritter becomes now almost inaccessible， especially 
for non-German geographers. 
The crabbed style of his German is an important reason to make his works inaccessible 
even to German geographers. In addition to that， the notorious images "of his theology and 
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teleology， emphasized by O. Peschel and A. Hettner among others， hinder pγesent-day 
geographers from taking an immediate interest in his geographical ideas. At the same 
time， however， many leading geographers of the world stress frequently a great signifi-
cance of Ritter' s conception even for present and future directions of geography. The eval-
uation of his geographical ideas stil remains unsettled. We must always listen directly to 
the words of Caγ1 Ritter. 
